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１． はじめに  

 コンクリートの基本的なワーカビリティーを図る方法としてスラン

プ試験やタンピング試験などがあり多くの場面で行われているが，同じ

スランプのコンクリートであっても実際の施工性能，特に振動締固めな

どの加振環境下において異なる材料条件や配合条件で練られたコンク

リートは異なる施工性能を示すことが報告されている 1)2）． 

 本研究では，フレッシュコンクリートを粗骨材とフレッシュモルタル

からなる二相材料と考え，マトリックスであるフレッシュモルタルの静

置状態および加振環境下での施工性能を，羽根沈入式塑性粘度計 3）と

テーブルバイブレーターを用いてレオロジーの観点から定量的に評価

した． 

２． 実験概要 

２．１ 試験機の概要 

 本試験器は，図－1に示すような 3枚の羽根を有する器具をモルタル

に自重で沈入させてみかけの塑性粘度η′を測定するものである．実験

結果の例を図－2に示す．試料について数種類の沈入羽根の重量 Wf（以

下，記号については図－1 を参照）を用いて試験を行うことにより，

せん断速度 vt(=L/T)とせん断応力τ（=Wf/A）の関係が得られる．せ

ん断速度をモルタルのせん断領域の幅ｈで割った値がせん断ひずみ速

度γとなる．図－2 に示すようにモルタルをビンガム流体と考えせん

断速度とせん断応力τの関係からみかけの塑性粘度η′と降伏値τを

求めた．そして，塑性粘度が既知の流体（塑性粘度が 10～300Pa・sの

シリコンオイル）を用いた実験により求めたみかけの塑性粘度と塑性

粘度の関係からモルタルの塑性粘度を算出した． 

２.２ 使用材料および配合 

 今回の実験に使用した材料を表―1 に，モルタルの配合条件を表―2

に示す.配合は単位水量を 264，279，294kg/m3の 3段階を設定し，W/C=50%

配合において 4種類のセメント，細骨材には山砂を使用した．Ｎセメン

トを使用した配合では砕砂を使用したケース，また，W/Cを 40％にして

山砂を使用したケースを実施した．混和剤にはポリカルボン酸系高性能

ＡＥ減水剤を用いて各配合に３段階の添加量を設定し，フローを 150

から 250ｍｍの範囲で３種類のフローを有するモルタルを作製した．フ

ロー試験は JIS R 5201に従い行った． 
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図―1 粘性試験装置 

図―2 試験結果の例 

表―1 使用材料 

表―2 配合条件 
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３． 実験結果および考察 

 図―3 に粘度試験を行った際の加振前後におけるせん断応力

とせん断ひずみ速度の関係を示す．凡例はモルタルの配合と測定

時の状況を表す．例えば 50Ｎ264y1.5 静置ならば左から，W/C=50%，

Ｎセメント，単位水量 264kg/m³，山砂（Sy），混和剤添加量 C×

1.5(%)，静置時の測定となる．図―3に示すように静置から加振

状態に変わるとモルタルの塑性粘度が上昇し，降伏応力が減少し

ていることがわかる．図―4 は加振前後のモルタルの塑性粘度と

降伏応力の変化量の関係を示す．塑性粘度の変化量が大きいも

のは降伏応力の変化量も大きくなる傾向があり，正の相関があ

ることがわかる．図―5 にはモルタルのフローの大きさと加振前

後でのモルタルの塑性粘度の変化量を示す．このグラフよりフロ

ーが小さい比較的固練りのモルタルは振動を受けることにより

塑性粘度の上昇が顕著に表れている．特にフロー200mmを境に塑

性粘度の上昇の度合いが別れていることがわかる．図―6には同

様に，モルタルのフローの大きさと加振前後でのモルタルの降伏

応力の変化量の関係を示す．こちらもフローが小さい固練りのモ

ルタルでは加振による降伏応力の減少量が大きいことがわかる．

これは，静置時での測定においてもフローの小さいモルタルは

大きな降伏応力を示す傾向があり，振動をかけることにより液状

化現象が発生し，それらのモルタルの降伏応力が全てのフローの

範囲のモルタルにおいて減少していることがわかった． 

４．まとめ 

 本実験を通して以下の知見を得た. 

1） モルタルは振動を付与することによって静置状態に比べ

て塑性粘度は上昇し，降伏応力は減少することがわかった． 

2） 塑性粘度と降伏応力の関係，塑性粘度と降伏応力の変化量

の関係では，互いに正の相関の傾向があった． 

3） モルタルの加振前後の塑性粘度および降伏応力において，

フローの小さな固練りのモルタルは，振動による変化量

が大きくなることがわかった． 

4） 塑性粘度においてはフローが 200mm を境にその変化の仕

方に大きな差が出る傾向となった． 
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図－3 実際の測定結果の例 

図―4 塑性粘度と降伏応力の変化量の関係 

図―5 フローと塑性粘度の変化量の関係 

図―6 フローと降伏応力の変化量の関係 
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